
現
在
の
関
内
、
桜
木
町

界
隈
は
江
戸
時
代
は
海
。

埋
め
立
て
ら
れ
大
岡
川
の

本
流
は
桜
木
町
方
面
に
、

分
流
の
中
村
川
が
海
に
注

ぐ
所
に
山
下
橋
が
あ
る
。

正
面
に
は
軒
先
に
提
灯

を
つ
け
夜
毎
に
宴
会
の
屋

形
船
。
右
に
は
釣
船
。
遠

く
に
は
黒
く
巨
大
な
艀
も
。

そ
の
前
で
Ｓ
Ｕ
Ｐ
＝
立
ち

漕
ぎ
パ
ド
ル
サ
ー
フ
ィ
ン

の
練
習
中
だ
。

向
か
い
は
山
下
埠
頭
。

コ
ン
テ
ナ
が
使
え
な
い
鉄

鋼
製
品
や
機
械
は
こ
う
い

う
埠
頭
で
船
積
み
。

林
市
長
は
こ
こ
に
カ
ジ

ノ
を
作
れ
ば
、
毎
年
千
二

百
億
円
横
浜
市
に
入
る
と

云
う
が
、
観
光
客
が
そ
ん

な
に
払
い
に
来
る
か
？

カ
ジ
ノ
の
為
、
交
通
網

の
整
備
で
高
速
道
路
の
出

入
口
を
作
り
、
地
下
鉄
を

延
伸
、
横
浜
駅
近
く
か
ら

海
底
ト
ン
ネ
ル
等
、
建
設

工
事
が
目
白
押
し
。
ゼ
ネ

コ
ン
が
大
儲
け
。
ツ
ケ
は

横
浜
市
民
に
来
る
。
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山
下
橋
か
ら

横
浜
市
中
区
山
下

二
〇
一
九
年
九
月

は
し
け

ブ
レ
ー
キ
の
積
も
り
で

ア
ク
セ
ル
を
強
く
踏
み
、

暴
走
。
慌
て
て
止
め
よ
う

と
更
に
踏
み
込
む
か
ら
更

に
暴
走
・
・
・
と
い
う
事

故
が
見
ら
れ
る
。

右
足
で
加
速
減
速

こ
の
問
題
の
原
因
は
ア

ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
を
同

じ
右
足
で
操
作
す
る
所
に

あ
る
。
後
を
見
よ
う
と
身

体
を
ひ
ね
っ
た
時
や
、
駐

車
場
の
精
算
機
に
手
を
伸

ば
し
た
時
に
踏
み
間
違
い

が
起
こ
り
や
す
い
。

オ
ー
ト
バ
イ
で
ア
ク
セ

ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
操
作
ミ

ス
に
よ
る
事
故
は
聞
い
た

事
が
無
い
。
そ
れ
は
、
オ
ー

ト
バ
イ
で
は
、
加
速
は
右

手
の
グ
リ
ッ
プ
を
ひ
ね
る
。
。

減
速
は
、
ブ
レ
ー
キ
レ
バ
ー

を
引
く
か
、
右
足
で
ブ
レ
ー

キ
を
踏
む
。
間
違
い
よ
う

が
な
い
。

自
動
車
で
ア
ク
セ
ル
と

ブ
レ
ー
キ
を
右
足
で
操
作

す
る
の
は
、
左
足
で
ク
ラ
ッ

チ
を
操
作
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
か
ら
。

し
か
し
、
今
は
オ
ー
ト

マ
の
時
代
。
ク
ラ
ッ
チ
は

無
い
。
だ
か
ら
、
こ
れ
ま

で
の
ペ
ダ
ル
配
置
に
こ
だ

わ
る
必
要
は
な
い
。

ペ
ダ
ル
配
置
を
変
え
た
ら

そ
こ
で
、
ブ
レ
ー
キ
を

右
足
で
、
ア
ク
セ
ル
を
左

足
で
操
作
す
る
よ
う
に
す

れ
ば
良
い
。
こ
れ
な
ら
踏

み
間
違
い
を
防
げ
る
。
従

来
の
車
の
習
性
で
ア
ク
セ

ル
の
積
も
り
で
右
足
を
強

く
踏
ん
で
も
、
停
ま
る
だ

け
。
左
足
で
ア
ク
セ
ル
を

踏
み
過
ぎ
て
も
、
右
足
で

止
め
ら
れ
る
。

勿
論
、
左
ア
ク
セ
ル
に

は
、
講
習
も
必
要
だ
ろ
う
。

こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ

の
踏
み
間
違
い
に
よ
る
暴

走
、
不
幸
な
事
故
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
る
。

左足でアクセルを踏むようにしたら・・・

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？


